
●
受
け
付
け
は
、
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
。
市
内
在
住
の
人
が
対
象
で
す
。

【
ゆ
ず
り
ま
す
・
無
料
】
▼
鳥
カ
ゴ
／
巾
44
㎝
×
高
さ
35
㎝
×
奥
行
28
㎝

▼
運
動
器
具（
ス
テ
ッ
パ
ー
）
手
動
・
電
動
／
各
１
台

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

４
８
３-

１
１
５
１（
代
表
）

一
首
目
、
置
物
の
石
で
も
あ
っ
た
か
、
そ
の
石
に
父
母
を
恋

い
偲
ん
で
い
る
。
父
母
の
象
徴
で
あ
る「
温
も
り
」と「
咳
」の
、

抽
象
と
具
体
の
組
み
合
わ
せ
も
見
事
で
、
平
明
単
純
な
一
首
に
し
て
ご
両

親
を
言
い
得
て
い
る
。
二
首
目
、
春
の
季
語
の
「
乗
っ
込
み
の
鮒
」
で
新

川
の
春
の
風
物
詩
を
描
い
た
。
三
首
目
、
間
接
体
験
な
が
ら
、
鉄
兜
と
タ

ン
ポ
ポ
の
意
外
な
取
り
合
わ
せ
に
、
虚
し
さ
と
静
け
さ
が
広
が
っ
た
。

選
評

こ
の
石
に
触
る
れ
ば
母
の
温

ぬ
く
も
りを
耳
を
し
当
つ
れ
ば
父
の
咳

し
わ
ぶ
き

（
萱

田

町
）
三
神

哲
也

乗
っ
込
み
の
鮒
を
狙
い
て
太
公
望
新
川
今
し
春
の
日
の
照
り

（
桑

納
）
石
上

文
枝

戦
場
の
跡
に
お
ち
て
た
鉄
兜
な
か
に
タ
ン
ポ
ポ
咲
い
て
た
と
聞
く

（
八
千
代
台
東
）
藤
井

京
子

仙
人
の
髭
垂
ら
す
様さ

ま

白
藤
の
下
を
歩
み
て
無
欲
と
な
ら
む

（
八
千
代
台
南
）
一
戸

光
代

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
幼
な
ら
詠
み
し
返う

歌た

と
ど
く
ロ
ス
に
短
歌
の
小
さ

き
芽
の
出
る

（
萱

田

町
）
吉
田

仁
子

黒
繻
子
の
帯
に
大
輪
紅
牡
丹

母
は
刺
繍
で
見
事
咲
か
せ
き

（
大
和
田
新
田
）
増
尾

克
子

一
年
生
の
ク
イ
ズ
の
答
を
解
き
な
が
ら
右
側
歩
く
ス
ク
ー
ル
ガ
イ
ド

（
八
千
代
台
東
）
伊
藤

浩
子

母
の
日
や
掃
除
ロ
ボ
ッ
ト
届
け
ら
れ
ロ
ボ
ッ
ト
の
後
付
い
て
廻
り
ぬ

（
勝

田

台
）
杉
本
美
恵
子

谷
津
干
潟
満
ち
来
る
潮
に
乗
っ
た

え
い

白
腹
見
せ
て
ヒ
ラ
リ
と
舞
い
ぬ

（
八
千
代
台
北
）
野
原

隆
志

鶴
岡

美
代
子
選

メ
イ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
ふ
か
し
芋
な
り
終
戦
日
緑
が
丘
勝
田　
　

賢

や
る
事
が
有
る
日
は
し
ゃ
ん
と
目
も
覚
め
る
吉

橋
今
別
府
文
乃

飛
ん
で
い
る
八
十
路
の
母
に
迷
子
札
八
千
代
台
北

林　
　

博
之

リ
モ
ー
ト
で
安
否
確
認
里
の
親
勝
田
台
松
野
久
美
子

赤
ち
ゃ
ん
の
視
点
の
的
は
い
つ
も
マ
マ
村
上
団
地

山
田

純
子

欠
点
を
時
折
り
見
せ
る
人
が
好
き
米

本
木
村
つ
る
子

帰
れ
な
い
コ
ロ
ナ
理
由
に
帰
ら
な
い
勝
田
台
北
川
井
よ
し
雪

空
を
飛
ぶ
鯉
に
も
負
け
ぬ
物
価
高
八
千
代
台
北

萩
原

桜
児

コ
ロ
ナ
ま
で
自
滅
す
る
よ
な
生
き
づ
ら
さ
緑
が
丘
杉
江

敏
男

昇
進
に
鼻
が
天
ま
で
伸
び
て
い
く
村
上
団
地
菊
田
差
知
子

給
付
金
マ
マ
の
口
座
で
一
休
み
大
和
田
新
田

羽
祢
田

廣
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200 ありがとうございました

元
プ
ロ
野
球
選
手
が
直
接
指
導

セ
ノ
ン
全
国
少
年
少
女
野
球
教
室

　６月28日、株式会社鎌倉新書と本市は「終活に係る包括連携
に関する協定」を締結しました。この協定により、終活に関す
る情報発信や市民からの相談に応
じること、市職員や関係機関の職
員へ終活に関する研修を行うこと
などについて、同社の有する知見
やサービスの提供を受けるなど連
携して取り組み、市民サービスの
向上を図ります。

　６月20日、八千代総合運動公園野球場で日本プロ野球ＯＢクラ
ブ主催の「セノン全国少年少女野球教室」が開催され、市内で
野球に取り組む小学生150人が参加。15人の元プロ野球選手の講
師から、打撃や投球、ポジション別の守備の指導を受けました。
　打撃の指導では、西武
などで活躍した千葉県出
身のＧ・Ｇ・佐藤さんが
遠くに飛ばす打ち方を伝
授。高々と舞い上がる打
球を外野スタンドまで飛
ばすと子どもたちから歓
声が上がりました。

　５月28日、八千代市で初となる御城印「米本城」と「吉橋城」
の販売が始まりました。御城印は、半紙や和紙に城名や城主の
家紋などが印刷されたもので、全国の観光案内所や城内で購入
することができる御朱印のお城版です。図柄は、各地の御城印
のデザインを手がける山城ガールむつみさんが、米本城と吉橋
城の歴史を描き起こしています。米本城と吉橋城の御城印は、
八千代市観光協会
407-0192（八千代台
東2-8-1 ／火曜・金
曜日午前10時～午後
３時）やオンライン
ショップで、１枚
300円で購入するこ
とができます。

鎌倉新書と終活に係る包括連携協定を締結

米本城と吉橋城の御城印ができました

●小堺製薬株式
会社様から、手
指消毒剤ハンド
キュール1,500本
を寄贈いただき
ました。窓口等
で活用させていただきます。
●有志のみなさんから生理用品を渡

す際に使うお手製のサニタリー
ポーチ150個を寄贈いただきまし
た。サニタ
リーポー
チは、市立
学校の保
健室に配
られる予
定です。

■親と子の合気道＆護身術講習会
　護身術と礼儀を学びます。各日
15組30人。８月５日㈮・６日㈯午
前９時30分～午後０時30分。市民
体育館。100円（保険料）。申し込
みは八千代合気会・田中 090-
1469-9961 486-2767へ。市民活動
団体支援金交付制度対象事業です

▲有志代表の伊藤麻紀さん

◀
打
撃
の
コ
ツ
を
教
わ
り
ま
し
た

◀
清
水
祐
孝
代
表
取
締
役
会
長

◀
米
本
城
と
吉
橋
城
の
デ
ザ
イ
ン

▶
勝
田
台
南
在
住
の
市
民
の
お
宅
の
庭

に
咲
い
た
プ
ル
メ
リ
ア

■どーんと当たる !! スマホdeラリ
ー inやちよ　地域経済の活性化と
みなさんへの恩返しを目的とした八
千代商工会議所青年部30周年記念事
業。スタンプは、参加店舗で買い物
やサービスを受けた後に掲示される

スタンプマークを専用
アプリで読み取って集
めます。スタンプを規

定数集めると豪華景品が当たる抽選
会に参加できます。開催期間は８月
１日㈪～９月30日㈮。同会議所青年
部事務局 483-1771。詳しくは左下
のコードからホームページへ
■精神障害者家族「精神科医との対
話と交流の集い」　７月28日㈭午後
１時30分～４時、プラッツ習志野（習
志野中央公民館）。申し込みは電話
かファクスで習志野八千代心の健康
を守る会・渡邊 453-6760へ

■防衛大学校（一般）学生募集　５
年４月１日現在、18歳以上21歳未満
の者で、高卒者・高専３年次修了者
（見込含）対象。受付期間は10月26
日㈬まで。試験日は11月５日㈯・６
日㈰。船橋出張所 047-475-2084
■ボランティア講習受講生募集　身
体障害に関わるボランティアの講
習。定員10人。７月29日㈮午後１時
30分、市障害者福祉センター。市身
体障害者福祉会 485-1245

ミニ・ガイド

大
和
田
タ
イ
ガ
ー
ス
が
優
勝

　
　
第
44
回
千
葉
県
交
流
大
会
で

　大和田タイガースが第44回千葉県スポーツ少年団軟式野球全国
交流大会で13年ぶりに優勝、関東大会への出場を決めました。
　同大会は各市代表63チームが参加。全６試合のうち４試合が逆
転勝ちで、最後まで諦めないチャレンジ精神で勝ち抜きました。
　主将の濱侑樹く
んは「自分たちの
特徴は爆発的な打
線。勝利に貢献で
きるよう、次の打
者につなげ、チー
ムを全国へ導きた
い」と述べました。▲６月29日、市役所での優勝報告の写真

◀
小
堺
愛
子
代
表
取
締
役


